
会
議
会
場
は
「
エ
ル
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ト
」
国
Ｎ
ｇ
ぐ
①
匡
で
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
中
心
地
に
あ
り
、
ラ
ン
ゲ
ガ
ス
ト
ハ
イ
ス
通
り
に
面
し
て
い
る

（
図
３
，
４
）
。
こ
こ
は
社
会
福
祉
財
団
の
経
営
す
る
会
議
展
覧
会
セ
ン
タ
ー
で
、
昔
エ
ル
ゼ
ン
（
ハ
ン
ノ
キ
脚
巳
①
局
）
が
密
生
し
た
畑
く
の
丘
だ

っ
た
。
財
団
の
一
事
業
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
裏
に
は
セ
ン
ト
エ
リ
ザ
ベ
ス
病
院
が
付
属
し
て
い
る
。

起
源
は
古
く
十
三
世
紀
に
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
の
付
近
に
修
道
院
の
病
院
と
し
て
発
足
し
た
が
、
環
境
が
悪
く
な
っ
た
の
で
、
一
三
二

八
年
に
現
在
地
に
移
転
し
た
。
一
七
九
七
年
に
修
道
院
を
閉
鎖
し
、
病
院
経
営
を
主
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
最
近
一
部
が
社
会
文
化
セ
ン
タ
ー

一
九
九
○
年
九
月
三
日
（
月
）
か
ら
七
日
（
金
）
ま
で
ベ
ル
ギ
ー
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
、
国
際
医
史
学
会
の
第
三
二
回
会
議
が
開
催
さ
れ

た
。
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
は
一
九
二
○
年
に
第
一
回
会
議
が
開
か
れ
た
本
学
会
誕
生
都
市
で
、
七
○
年
振
り
の
開
催
で
あ
る
（
図
１
，
２
）
。

に
な
っ
た
。

会
場 第

三
二
回
国
際
医
史
学
会
会
議
の
印
象

古
日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
七
巻
第
一
号

平
成
三
年
一
月
三
十
日
発
行

川

明
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講
演
が
あ
っ
た
。

開
会
式
は
九
月
三
日
（
月
）
午
前
九
時
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
市
公
開
堂
の
講
堂
で
施
行
さ
れ
た
。
ト
リ
コ
ッ
ト
会
議
会
長
』
‐
蜀
目
骨
。
芦
、
シ

ャ
デ
ワ
ル
ト
国
際
医
史
学
会
会
長
餌
．
砕
冨
号
乏
脚
目
、
ド
ゥ
・
デ
ュ
ー
ウ
ェ
ッ
ク
名
誉
会
長
。
Ｐ
己
巨
ぐ
印
・
の
挨
拶
の
あ
と
三
題
の
記
念

SOCIETASB逼I-ClC･ヘH】STORlAEMEDICINAE

図2ベルギー医史学会の紋章．図艮1第32回国際医史学会議の紋章．
ヴェサリウスと解剖図（会アントワープのシンボル・ノー

議のプログラムの表紙に用トルダム大聖堂が描かれている

いられた）

参
加
者
は
三
三
一
名
の
登
録
者
に
同
伴
者
を
含
め
て
五
○
○
名
以
上
と
な
っ
た
。

登
録
は
地
元
ベ
ル
ギ
ー
の
六
○
に
つ
い
で
、
ア
メ
リ
カ
の
三
三
が
最
も
多
く
、
イ
ギ

リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
二
○
以
上
で
あ
る
。
医
史
学
研
究
の
盛

ん
な
ド
イ
ツ
が
一
八
と
少
な
か
っ
た
の
は
、
中
堅
の
研
究
者
が
老
化
停
滞
気
味
の
本

学
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
た
め
と
い
う
（
石
田
純
郎
に
よ
る
）
。

ギ
リ
シ
ャ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
・
へ
イ
ン
、
・
イ
タ
リ
ア
な
ど
一
○
前

後
、
ス
エ
ー
デ
ン
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
な
ど
が
五
を
超
し

て
い
る
。
日
本
か
ら
の
参
加
者
は
石
田
純
郎
、
山
崎
茂
明
、
古
川
明
、
羽
生
順
一
の

四
名
だ
っ
た
。
故
本
間
邦
則
が
演
題
を
申
し
込
ん
だ
の
に
、
病
気
の
た
め
取
消
し
、

学
会
終
了
後
十
月
十
二
日
に
死
去
し
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。

開
会
の
前
日
九
月
二
日
（
日
）
夕
刻
に
、
エ
ル
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ト
の
大
広
間
で
全
員

の
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

講
演
と
報
告

世
界
各
国
か
ら
の
参
加
者
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一
般
講
演
報
告
は
八
月
三
日
午
後
と
四
日
、
六
日
、
七
日
に
、
エ
ル
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ト
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
会
場
で
行
な
わ
れ
、
演
題
は
一
五
の
ポ
ス

タ
ー
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
含
め
て
一
九
○
に
達
し
た
。
発
表
に
は
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
が
使
用
さ
れ
た
。

会
議
の
メ
ー
ン
テ
ー
マ
は
、
㈹
医
術
・
呪
術
・
宗
教
、
②
十
九
世
紀
の
医
学
、
⑧
ニ
ハ
五
○
年
ま
で
の
医
学
書
の
三
題
、
ま
た
特
定
課
題

は
、
①
耳
鼻
咽
喉
科
の
歴
史
、
②
十
七
’
十
九
世
紀
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
産
科
、
③
睡
眠
病
の
歴
史
だ
っ
た
。

会
議
の
発
表
は
古
代
、
ア
ラ
ビ
ア
、
中
世
、
十
九
世
紀
、
二
十
世
紀
、
到
耆
、
管
坤
斗
、
肖
毒
と
田
富
掌
、
剴
白
果
亘
二
個
ナ
ニ
旨
こ
』
過
ミ
ー

_エリ.野1凸ワーユ…召
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や
守
０
少
ｒ
日
守
計
恐
、
生
０
４
１

D

I

I

中
世
、
十
九
世
紀
、
二
十
世
紀
、
図
書
、
精
神
科
、
消
毒
と
細
菌
学
、
自
由
課
題
に
配
分
し
て
実
施
さ

た
剛
れ
た
。

つ
し

な
、
シ
瞳
講
演
の
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
抄
録
集
を
参
考
に
、
筆
者
が

と
う
型

場
ン
木
関
心
を
持
っ
た
数
題
に
つ
い
て
記
載
し
て
ぷ
た
。

誇
垂
鐸
如
会
長
講
演
（
ベ
ル
ギ
ー
の
ト
リ
コ
ッ
ト
）
は
「
プ
ラ
ン
テ
イ
ン
の
医
学
図
書
」
で

会
Ｆ
１
の
〈
あ
る
。
プ
ラ
ン
テ
ィ
ン
国
凹
昌
手
管
（
一
五
二
○
‘
く
一
五
八
九
）
は
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ

３図
だ
が
、
ア
ン
ト
ワ
ー
．
う
で
学
術
図
書
出
版
を
営
ん
だ
。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
当
時
ア
ン
ト

ワ
ー
プ
に
は
大
学
が
な
か
っ
た
が
、
彼
は
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
科
学
図
書
の
ほ
と
ん

物
講
口

建
が
入
ど
を
出
版
し
、
科
学
、
医
学
な
ど
の
進
歩
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
。

の
端
は
る

ト
右
堂
あ

一
九
六
種
の
出
版
図
書
の
う
ち
医
学
図
書
が
四
九
種
あ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
新

ル
・
識
に

毛
砺
で
鋤
し
い
解
剖
学
書
を
出
版
し
た
が
、
ガ
レ
ー
ノ
ス
の
業
績
も
放
棄
す
る
こ
と
は
な
か
つ

ま
部
加
岬
た
。
ペ
ス
ト
、
梅
毒
、
レ
プ
ラ
な
ど
当
時
問
題
に
さ
れ
た
各
種
疾
患
の
図
書
が
多

ル
ー
の
右
、
。

エ
の
堂
の
ｂ

彼
の
養
子
で
後
継
者
の
モ
レ
ト
ゥ
ス
旨
。
『
⑦
日
吻
の
名
を
と
っ
て
、
現
在
ア
ン
卜

４図

ワ
ー
プ
に
は
、
「
プ
ラ
ン
テ
ィ
ン
・
モ
レ
ト
ゥ
ス
印
刷
博
物
館
」
が
あ
り
、
グ
ー
テ

81
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ソ
。
ヘ
ル
ク
の
聖
書
初
版
本
な
ど
の
重
要
な
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ト
。
、
国
働
ロ
の
ぐ
①
匡
は
「
二
人
の
耳
鏡
発
明
者
」
で
、
ホ
フ
マ
ン
詞
国
。
冒
画
ロ
ロ
（
一
八
○
六
’
一
八
八
六
）

と
一
プ
ン
・
・
フ
ル
ー
ク
ぐ
四
国
ロ
ｇ
犀
。
①
戸
（
一
八
一
四
’
一
八
六
五
）
の
二
人
を
挙
げ
、
と
く
に
後
者
が
優
秀
な
耳
鏡
を
創
作
し
た
と
報
告
し

た
。
ブ
ル
ー
ク
は
一
八
五
二
年
ジ
ャ
ワ
に
渡
り
日
本
に
も
行
き
、
医
学
や
電
信
機
、
ダ
ゲ
ロ
タ
イ
プ
、
蒸
気
動
力
な
ど
、
西
洋
の
科
学
技
術
を

紹
介
指
導
し
、
日
蘭
辞
典
を
作
っ
て
、
一
八
五
七
年
ジ
ャ
ワ
に
戻
っ
た
。

筆
者
の
調
査
で
は
、
ブ
ル
ー
ク
は
古
賀
十
二
郎
著
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
や
日
蘭
学
会
編
『
洋
学
史
事
典
』
に
よ
る
と
、
モ
ー
ニ
ッ
ヶ
の
後

任
と
し
て
一
八
五
五
年
に
来
日
し
、
後
任
者
は
ボ
ン
。
へ
で
あ
る
。
著
書
に
『
オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
』
が
あ
る
が
、
『
日
蘭
辞
典
』
を
作
っ
た
記
載

任
と
し
て
一
八
一

は
見
当
ら
な
い
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
レ
イ
ス
○
．
ぐ
尉
胃
騨
閃
①
厨
は
「
ガ
ル
シ
ア
・
ド
ル
タ
の
著
書
コ
ロ
キ
オ
ス
と
エ
ク
ル
ー
ズ
」
を
報
告
し
た
。

ガ
ル
シ
ア
の
胃
。
旨
Ｑ
》
○
昌
煙
（
一
四
九
○
’
一
五
六
八
）
の
薬
学
書
○
○
胃
。
邑
昌
○
唖
は
一
五
六
三
年
に
イ
ン
ド
の
ゴ
ァ
で
出
版
さ
れ
た
が
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
で
書
か
れ
、
ラ
テ
ン
語
で
な
か
っ
た
の
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
普
及
し
な
か
っ
た
。
一
五
六
七
年
ベ
ル
ギ
ー
人
エ
ク
ル
ー
ズ
○
冨
甦
の
唖

Ｑ
①
］
》
国
。
］
巨
唖
①
（
ラ
テ
ン
名
○
画
］
。
旨
い
ｇ
昌
馬
）
が
概
要
ラ
テ
ン
語
訳
を
ア
ン
ト
ワ
ー
。
う
で
発
行
し
て
か
ら
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

筆
者
は
一
九
八
二
年
に
「
ガ
ル
シ
ア
・
ド
ル
タ
」
の
報
告
を
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
前
記
発
表
に
関
心
を
持
っ
た
。
ガ
ル
シ
ァ
は
「
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
医
学
の
父
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
だ
が
、
ギ
ャ
リ
ソ
ン
を
は
じ
め
普
通
の
医
史
学
書
に
は
記
載
が
な
い
。
二
一
木
栄
『
体
系
世
界
医
学

史
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。
演
者
は
「
ガ
ル
シ
ア
」
の
名
を
も
っ
と
広
く
普
及
さ
せ
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

カ
ナ
ダ
の
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
］
・
園
巨
言
巨
旨
“
・
旨
は
「
赤
十
字
に
対
す
る
医
学
的
反
論
」
を
報
告
し
た
。
一
八
六
○
年
に
発
表
さ
れ
た
赤
十
字

社
の
構
想
に
対
し
て
は
、
賛
否
両
論
が
出
さ
れ
、
意
外
に
も
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
反
対
し
て
い
た
。
赤
十
字
社
は
軍
陣
医
学
看
護
学
に
理
解
が

足
り
ず
、
平
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
戦
時
に
は
役
立
た
な
い
と
い
う
の
が
英
仏
医
学
界
か
ら
の
反
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
争
が
解
決
し
た

の
は
、
や
っ
と
一
八
八
○
年
ご
ろ
だ
っ
た
。
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見
学
は
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
市
内
の
ほ
か
、
学
会
主
催
の
見
学
旅
行
（
九
月
五
日
、
ゲ
ン
ト
、
ブ
ル
ー
ジ
ュ
）
と
学
会
終
了
後
希
望
者
の
見
学
旅

行
（
九
月
八
日
、
ゲ
ー
ル
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
、
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
が
あ
り
、
筆
者
は
参
加
し
た
。

ア
ン
ト
ワ
ー
・
フ
の
ル
ー
ベ
ン
ス
の
家
、
・
フ
ラ
ン
テ
ィ
ン
・
モ
レ
ト
ゥ
ス
印
刷
博
物
館
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
博
物
館
、

当
て
、
約
二
○
フ
レ
ー
ム
｝勺

と
を
示
し
た
と
思
わ
れ
る
。

は
「
国
際
宮

た
と
い
う
。

券
卜
０

石
田
の
演
題
は
「
鎖
国
時
代
の
日
本
に
お
け
る
西
洋
医
学
の
学
究
的
特
色
」
で
、
日
本
が
受
容
し
た
外
国
図
書
を
中
心
と
し
た
報
告
で
あ

る
。
概
略
は
『
医
謹
』
復
刊
五
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

山
崎
の
報
告
は
「
南
北
戦
争
以
前
の
ア
メ
リ
カ
の
医
学
校
の
初
期
教
授
の
学
問
的
源
泉
」
で
、
一
四
三
名
の
教
授
に
つ
い
て
出
身
を
調
査
し

の
共
同
発
表
だ
っ
た
。

会
期
中
七
種
の
医
史
学
展
示
が
開
催
さ
れ
た
。
図
書
、
麻
酔
、
古
病
理
学
、
病
院
医
学
、
ら
い
、
個
人
収
集
、
医
学
切
手
で
あ
る
。

筆
者
が
と
く
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
医
学
切
手
展
巨
且
§
目
弔
巨
具
①
］
と
で
あ
る
。
エ
ル
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ト
の
教
会
礼
拝
堂
全
部
を
会
場
に

て
、
約
二
○
フ
レ
ー
ム
に
、
四
名
の
出
品
し
た
切
手
を
配
列
し
て
あ
る
ｐ
こ
の
展
示
に
よ
っ
て
、
医
学
切
手
が
医
史
学
の
研
究
に
役
立
つ
こ

会
議
の
総
会
は
九
月
七
日
午
後
開
催
さ
れ
、
次
回
第
三
一
面
会
議
は
一
九
九
二
年
九
月
ス
。
へ
イ
ン
の
セ
ビ
リ
ア
と
決
定
し
た
。

「
医
史
学
」
に
関
す
る
報
告
は
四
題
あ
っ
た
が
、
医
史
学
の
教
育
・
研
究
な
ど
方
法
論
は
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
マ
ノ
リ
ュ
く
．
冨
騨
己
。
旨

「
国
際
医
史
学
会
宝
典
」
と
題
し
、
第
一
’
三
○
回
（
一
九
二
○
’
一
九
八
六
）
会
議
の
報
告
に
つ
き
、
人
名
と
物
件
別
の
索
引
を
製
作
し

展
示
と
見
学

日
本
か
ら
の
発
表
は
石
田
純
郎
と
山
崎
茂
明
の
二
題
が
あ
っ
た
。
石
田
は
現
在
ラ
イ
デ
ン
大
学
在
籍
中
で
、
ポ
イ
ケ
ル
ス
国
．
国
①
烏
①
扇
と
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ブ
ル
ー
ジ
ュ
の
聖
ヨ
ハ
ネ
病
院
付
属
メ
ム
リ
ン
ク
美
術
館
、
ゲ
ー
ル
の
国
立
精
神
病
院
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
の
大
学
キ
ャ
ン
・
ハ
ス
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

の
エ
ラ
ス
ム
ス
博
物
館
な
ど
、
医
史
学
研
究
上
参
考
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

（
日
本
医
史
学
会
名
誉
会
員
）
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